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脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
）
は
、
長

く
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
を
占
め

て
い
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
第
一

位
を
が
ん
に
譲
り
、
昭
和
六
十
年
に

は
、
が
ん
、
心
臓
病
に
次
い
で
第
三

位
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
治
療
法
の

進
歩
と
予
防
の
普
及
に
よ
り
、
脳
出

血
の
発
生
率
・
死
亡
率
が
減
少
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
死
に

直
結
し
な
い
軽
度
例
の
多
い
脳
血
栓

は
、
高
齢
者
に
多
い
。
ま
た
命
は
と

り
と
め
た
も
の
の
麻
痺
な
ど
の
後
遺

症
の
残
る
例
は
多
く
、
障
害
が
重
く

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
社
会
復
帰

で
き
ず
に
在
宅
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
人
は
多
い
。

　
横
浜
市
老
人
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
友
愛
病
院
は
、
昭
和
四
十
九
年
に

開
設
さ
れ
た
六
八
床
の
小
規
模
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
で
あ

る
。
入
院
患
者
の
ほ
と
ん
ど
が
脳
卒

中
で
、
急
性
期
の
治
療
を
一
般
病
院

で
終
え
た
人
が
、
約
三
ヵ
月
の
入
院

期
間
に
、
身
辺
動
作
の
自
立
、
家
庭

復
帰
、
社
会
復
帰
を
目
標
に
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
医
師
、
看
護
婦
、
Ｐ
・
Ｔ

（
理
学
療
法
士
）
、
Ｏ
・
Ｔ
（
作
業
療
法

士
）
、
Ｓ
・
Ｔ
（
言
語
療
法
士
）
、
ソ
ー

シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
。
援
助
し
て
い
る
。

　
「
友
愛
と
も
の
会
」
は
、
友
愛
病

院
を
退
院
し
た
人
々
の
有
志
が
回
覧

し
て
い
る
「
友
愛
ノ
ー
ト
」
を
き
っ

か
け
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
生
ま
れ

た
同
病
者
の
会
で
あ
り
、
例
会
・
作

品
展
・
旅
行
と
自
主
的
な
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
こ
の
本
は
、
退
院
後
の
心
の
動
揺

を
綴
り
、
お
互
い
の
心
の
支
え
に
し

て
き
た
ノ
ー
ト
が
一
五
冊
に
な
っ
た

時
、
。
記
念
の
本
に
し
た
い
、
同
じ

闘
病
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
読
ん

で
ほ
し
い
″
と
い
う
声
が
高
ま
り
、

二
年
後
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
は
、
座
談
会
形
式
に
な
っ

て
お
り
、
参
加
者
は
と
も
の
会
の
会

員
と
活
動
を
支
え
て
き
た
柴
田
医
師

は
じ
め
病
院
の
職
員
で
あ
る
。
先
ず

本
を
出
す
目
的
、
自
分
達
の
体
験
を

通
し
て
同
病
者
や
家
族
に
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
と
生
活
の

ヒ
ン
ト
や
励
ま
し
を
与
え
ら
れ
た
ら

と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し

て
発
病
の
経
過
、
障
害
者
に
な
っ
た

苦
し
み
と
克
服
、
家
族
と
の
か
か
わ

り
、
生
活
の
工
夫
な
ど
が
話
さ
れ

る
。
「
今
度
は
、
私
が
働
く
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
妻
、
毎
日
の
夜
の
散

歩
に
同
行
し
て
く
れ
た
夫
な
ど
家
族

の
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
退
院
直

後
は
、
「
病
院
で
は
優
等
生
だ
が
家

で
は
劣
等
生
」
「
家
族
に
は
本
当
の

苦
し
み
は
わ
か
ら
な
い
」
と
家
族
の

中
で
疎
外
感
を
持
つ
時
期
が
あ
り
、

同
病
の
仲
間
と
の
交
流
が
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
柴
田
医
師
は
、
「
人
間
関
係
の
喪

失
か
ら
寝
た
き
り
が
作
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
は
、
″
目

を
離
す
な
、
手
は
離
せ
″
と
い
う
心

構
え
で
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
発
病
後

一
定
の
訓
練
期
間
を
経
た
後
は
、
日

常
生
活
の
中
で
、
残
さ
れ
た
機
能
を

有
効
に
使
い
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
仲
間
と
の

交
流
を
持
ち
つ
つ
時
間
の
流
れ
の
中

で
障
害
が
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
と
助
言

し
て
い
る
。
「
病
気
に
な
っ
て
基
本

的
な
人
生
観
は
変
わ
ら
な
い
が
、
そ

れ
が
具
体
的
に
立
証
さ
れ
、
自
分
の

も
の
に
な
っ
た
」
「
今
ま
で
見
え
な

か
っ
た
思
い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う

言
葉
に
、
障
害
受
容
の
積
極
的
な
意

味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
部
は
、
全
部
で
一
七
冊
に
及

ぶ
友
愛
ノ
ー
ト
か
ら
の
抜
粋
で
あ

り
、
環
境
や
価
値
観
の
違
う
一
人
一

人
の
病
気
と
の
出
会
い
、
付
き
合
い

方
が
、
生
活
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
「
病
院
に
い
た
の
で
は
本
当
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
と
家
庭
や
社

会
の
中
で
現
実
を
見
つ
め
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
姿
が
あ

る
。
　
第
三
部
は
、
柴
田
医
師
に
よ
る
脳

卒
中
の
歴
史
・
治

容
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
か
ら

日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

に
対
す
る
指
摘
①
急
性
期
の
ジ
ハ
ビ

リ
医
療
の
推
進
②
地
域
で
の
リ
ハ
ビ

リ
体
制
の
整
備
③
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の

最
終
目
標
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
高
め
る
こ
と
に
お
く
こ
と
、
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　
障
害
受
容
と
は
、
あ
る
が
ま
ま
を

価
値
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
、
価
値
の
転
換
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
こ
の
本
は
、
本
人
の
側
か
ら
の

障
害
の
受
容
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
語

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た

周
囲
の
人
々
の
彼
ら
の
受
容
と
表
裏

一
体
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。

こ
の
本
に
登
場
す
る
自
己
決
定
能
力

を
持
ち
、
家
族
や
仲
間
に
恵
ま
れ
た

人
々
の
外
に
も
、
知
的
な
障
害
が
あ

っ
た
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る

人
々
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
望
む
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
理
解
し
援

助
す
る
こ
と
が
、
周
囲
の
人
々
と
専

門
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
地
域
で
の
医
療
、
福
祉
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
障
害
者
の
主
体

的
な
仲
間
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
人
間
の
回

復
力
と
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。
表
紙
の
″
つ
く
し
の
ち

ぎ
り
絵
″
が
、
困
難
の
中
で
見
つ
け

た
希
望
と
喜
び
を
語
り
か
け
て
い

る
。
　
　
〈
民
生
局
　
平
塚
由
美
〉
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